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p18  下から 7行目 総数は 679個である→ 670個である。 
P33  図-10 督脈の一番上 大稚→ 大椎 
P51  上から 8行目 太衝穴は→ 公孫穴は 
p55  下から 10行目 「六合穴」→ 「下合穴」 
p59  「陽経の交会穴」表 
      大椎…足少陽と足陽明に交会穴のチェックを入れる 
      陶道…足少陽と足陽明の交会穴のチェックをとる 
p60     肩井…手少陽に交会穴のチェックを入れる 
      日月…手少陽の交会穴のチェックをとる 
      陽維に交会穴のチェックを入れる 
p61     天髎…陽維に交会穴のチェックを入れる 
         陽蹻の交会穴のチェックをとる 
      下関・頭維…足少陽に交会穴のチェックを入れる 
            手少陽の交会穴のチェックをとる 
p62     横骨・大赫…衝脈に交会穴のチェックを入れる 
p92  一番下 図 31→ 図 30 
p99 12行目 下部の→ 窩部の 
p141 6行目【備考】 陽椎→ 陽維 
p165 下から 5行目読み てんよう→ てんゆう 
p225 10行目 肩甲骨部痛→ 肩甲部痛 
p255 図-111 飛陽→ 飛揚 
p257 11行目 58．飛陽（揚）→ 58．飛揚 
p284 下から 2行目 「手足少陽，陽維の会」（『甲乙』），「足少陽，陽維の会」 
     →「足少陽，陽維の会」（『甲乙』），「手足少陽，陽維の会」 
p288 10行目【備考】 「足太陽，少陽の会」→ 「足太陰，少陽の会」 
p299 一番下【位置】 腓骨の前縁→ 腓骨の後縁 
p318 4行目 衝門より腹哀に到る，腹部の穴の上昇線の分寸については各書物に 
        →衝門より腹哀に到る腹部の穴の上昇線の分寸については各書物 
p388 11行目【備考】 大泉門→ 頭蓋 
p389 下から 12行目【別名】 鼻准→ 鼻準 
p422 一番下【位置】 手背の第 1・2中手骨間→ 手背の第 2・3中手骨間 
p446 3行目【位置】 臍下 3寸→ 臍下 4寸 
p456 本文 1行目 北京中医医院→ 北京中医学院 



p458 血類の表 曲沢の作用 嘔血を止める→ 吐血を止める 
p482 下から 2行目 乳根線上→ 乳頭線上 
p488 下から 4行目 淵液→ 淵腋 
p492 部位の 3行目 神厥→ 神闕 
   部位の 8行目 巨厥→ 巨闕 
p510 淵液（えんえき）→ 淵腋 
p515 天牖（てんよう）→ （てんゆう） 
p516 飛陽（ひよう）→ 飛揚 


